





































































































































表 1 ナチズムの中の「普通の人びとj の日常
名前(登場箇所/出典) 職業・地位 思想、・行動
ク第思1) ンゲルヘッファ一 家具職人 ナチスのおかげで「よい生活しを送だくれ
1部/r彼らは自由だ たと考え、自分の生活態うをよくてれ
と っていたJ) るなら、ナチスだろがアメリカ ろ
うが、どんな政治形 でも構わない。
ヒI第HL E デプラント 教師 かつてナチスに反対案じした経験を持ちOf~ 1部/r彼b は自由だ 過去他ダがばれるのをじなが振分b り、一生懸
と っていた』 命 の人たちとすわ同 よつに る舞う。
ユヤ人に同情るが自でなくて
よかったj と思ずにはいれない。
ヘンリク・ ガフコフスキ 機関車の機関士 ユダ運ヤ酒人転を強tぎE 制収容所へ輸仕b 送する機害関たj 
(第2部/ショア-J) 車の を当。つらい事であっ
が、 ま らわせなが 、仕事と
り切る。
ヴァルター・シュティール ドイツ国鉄課長 ユダヤ編イ人前1: の強制収当白う容所への鉄道関か 送の
第2部/rショア-J) ダ普当イヤ 成を担 分死とは無 の f
通の事をと に言い関 て「
たり J 装
ア ドルフ・アイヒマン ナチ密ダス察観人衛隊 ナチスのユ令ダヤホヤ人ilたH司l 題す情担当の責任従者カt。
第2部/VTR映像) 襲警 はじめユダ人に 的で実遂あった
ユヤ局局長上からの命にひ ら忠 行1民し
ょうとし、 ロコーストを する。
〈ンゲ・ショル ヒトラー・ユー 品ヒおトラ1 のー唱企え臼土る地民族rh共h同h体"同の理想主主主主に主t













































































































































6 不声i 90V 
7 105V 
8 (うめき声D 120V 
9強(い義ショおック 135V 
10 時!額いだ 150V 4名
11 からここから出 165V 1名
12 してくれ) 180V 2名
13非常に強い 195V 






19 りぴ声i) 285V 
20 時! 300V ら名 1名
21齢惜しい 315V 42 名 21 名22 ショック 330V 
23 345V 1 名24 360V 
25餓@すごい 375V 1名











































































































































































































































r B OW ! Jの中では、サラリーマンに象徴される、
「世の中のモラル」に支配されて「ちっぽけな金にしが
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21 忠実な組織の 1 ・社会心埋学の実験をもとに、人が|※プリント「制限が征服者に変わる





































部|アイヒマン実 I・映像で紹介された fアイヒマン実 i※プリント f平凡な悪の恐ろしさj













































































尾崎豊の世界 @現在でも共感する若者の多い、歌 ※プリント f尾崎豊、若い心に今も
手尼崎忠の f卒業j を聴いて、 i歌 n歌認j配布























日号 部 の帰還j 『オウムからの帰還j を読み、な 布
ぜオウムに参加した若者たちが、 @オウムの修業とは、教祖に盲目的
無差別大量殺人を引き起こしてし に服従しすることであり、また組
まったのか、その理由を考える。 織@集団に埋没していったことで
破壊的な暴力が生み出されていっ
た点を読み取らせる。
日常に潜むフ -フロムが警告した、デモクラシー
ァシズム 国家における「権威と服従j の向
題を思いfHしながら、身の回りに
潜む権威と服従の問題について、
レポートにまとめる。
①歴史的事象の検証を通して、今日的な課題に結びつけて考えることができたか。
三手 ②集団・組織と偶人との関係を、様々な角度から見て検討を加えることができたか。
佃i③物事を感情で判断するだけでなく、事実を冷静に見て判断することができたか。
④白分自身を顧みて、白らの問題意識や価値観を見直すことにつながったか。
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